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短　歌ともしび短歌会 十一月詠俳　句開成俳句会 十二月吟
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野
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そ
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笑
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ぼ
が
映
る
冬
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灯
下
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諸
星
　
末
子

　
眠
る
児
を
気
遣
い
な
が
ら
の
新
マ
マ
の
動
き
と
表
情
。
そ
の
瞬
間
を
温
か
く

見
守
り
包
む
作
者
の
様
子
が
、
季
節
感
漂
う
情
景
で
反
映
さ
れ
て
い
る
歌
。

ひ
と
く
ふ
う

秋
祭
り 

青
空
の
も
と
屋
台
曳
く

 

子
供
の
数
の
何
と
少
な
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府
川
ハ
ツ
エ

　
秋
祭
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
屋
台
曳
き
。
そ
れ
を
曳
く
子
ど
も
の
数
は
少
な
く

活
気
が
な
い
。
少
子
化
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
も
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
歌
。

手
に
入
れ
た
食
材
つ
ね
に
一
工
夫
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駄
に
し
な
い
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全
て
感
謝
で
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諸
星
キ
ク
エ

　
食
材
は
い
つ
も
手
間
隙
か
け
て
味
わ
う
。
そ
の
心
掛
け
を
下
の
句
で
吐
露
し
て

い
る
。
作
者
の
人
柄
が
お
の
ず
と
伝
わ
っ
て
き
て
、
好
感
度
の
高
い
歌
。

（
指
導
）

今月の１冊今月の１冊

なくなりそうな世界のことば
町民センター図書室

うぶごえ 11月16日から12月15日に届出のあった方で
希望された方のみ掲載しています。

吉岡　乾
よし おか のぼる
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広報かいせい 広報かいせい2018.1.1 2018.1.1

まちからのおしらせ（介護保険／小田急線開成駅のホーム延長工事）

　
介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
運
営

す
る
た
め
、
町
で
は
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
、
介
護
保
険
料
を
含
め
、

３
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
に
平
成
30
〜
32
年
度
の

第
７
期
計
画
を
策
定
し
、
４
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

基
本
理
念

　
「
健
や
か
に
い
き
い
き
と
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
生
涯
健
康
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
現
行

計
画
の
基
本
理
念
を
引
き
継
ぎ
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

と
も
に
見
守
り
支
え
合
い
な
が
ら
、

健
康
を
保
ち
、
自
立
し
充
実
し
た

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
環
境

整
備
を
す
る
と
と
も
に
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

６
つ
の
基
本
目
標

　
６
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
具

体
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

第
７
期
の
介
護
保
険
料

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
高
齢
者
数
や
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
等
の
総
額
を
推
計
し
、

設
定
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
数
と
要

介
護
（
支
援
）
認
定
者
数
は
年
々

増
え
て
お
り
、
今
後
も
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

　
第
７
期
計
画
の
介
護
保
険
料
は
、

認
定
者
や
介
護
給
付
費
の
増
加
を

適
切
に
見
込
ん
で
算
出
し
ま
す
。

　
小
田
急
線
開
成
駅
は
、
昭
和
60

年
３
月
に
開
業
し
、
駅
周
辺
の
開

発
等
に
よ
る
人
口
増
加
に
伴
い
、

１
日
平
均
乗
降
人
員
（
平
成
28
年

度
）
は
、
約
１
万
１
千
人
ま
で
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
で
は
、

現
在
の
６
両
編
成
対
応
ホ
ー
ム
を

10
両
編
成
対
応
と
す
る
た
め
、
上

り
・
下
り
の
各
ホ
ー
ム
を
新
宿
方

面
に
85
ｍ
延
伸
す
る
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
延
伸
工
事
は
、
平
成
31

年
８
月
の
竣
工
を
目
標
に
進
め
ら

れ
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
開
成
駅
周
辺

を
工
事
車
両
が
通
行
す
る
な
ど
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
工
事
内
容
は
、
今
後
、

お
し
ら
せ
版
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●問 
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健
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課
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町教育振興基金として
30,000円
（町内在住）
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表　彰表　彰

　 世 界で 話さ
れている言語は
およそ7千種類
あるといわれて

います。その中で、アイ
ヌ語を流暢に話すことができる人は今、
北海道に３～５人しかいません。この
人たちが使わなくなった時にアイヌ語
は失われます。
 世界には消えてしまいそうな言葉がい
くつもあります。この本では「そのこ
とばらしい」単語を各言語の研究者た
ちが紹介しています。 

小
田
急
線
開
成
駅
の
ホ
ー
ム
が
延
伸
し
ま
す
！

●問 

企
画
政
策
課

　☎
84

‒

０
３
１
２

工
事
へ
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

広 告

3 認知症施策の
充実

4 在宅医療・
介護連携の推進

5 高齢者の
社会参加の推進

6 介護保険事業の
円滑な実施

1

2

健康寿命の延伸

をめざした健康づ

くりと介護予防の
推進

地域包括ケア

システムの深化・

推進と生活支援

体制の充実

どんな目標か
　 見てみよう！

平成29年

平成28年

平成27年

平成26年

■ 高齢者人口【第1号被保険者】　■ うち要介護（支援）認定者数
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（表1）

工　　心響

北澤　樹

一寸木　琥太

一寸木　汰勇

成田　朔哉

／
４
月
か
ら

／

　１月下旬から、「高齢者
保健福祉計画・介護保険
事業計画(第7期)」(案)
のご意見を募集します。
随時、町のホームページ
に掲載しますので、ご確認
ください。

パブリックコメントを
実施します！
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氏　　名 保護者性別 地  区

牛島

牛島

下島

牛島

牛島

哲史
友香

哲哉
恵美子

太郎
香

崇
桃子

達也
悠

ひら の ち か

おおしま はる き

だいどう じ こうせい

いし い ゆ き
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女

男

男

男
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（敬称略）

平野　知佳

大島　悠生

辻村　優杜

大道寺　皓惺

石井　結葵

神奈川県警察本部長表彰

菊地 昌子さん（上延沢）

神奈川県統計功労者知事表彰

府川 若葉さん（牛島）

▲上りホーム完成予想

▲下りホーム完成予想
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ス
タ
ー
ト
し
ま
す


